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(57)【要約】
  本発明は、操向可能でありかつローリングする少なく 
とも２つのフロントホイール（４）と少なくとも１つの 
リア駆動ホイールとを備えたサドルライド型オートバイ 
（１）に関する。前記オートバイ（１）は、パワーアセ 
ンブリを支持するメインフレーム（２）をさらに備え、 
前記フレーム（２）は、ステアリングチューブ（１１） 
を構成するフレーム前部（２Ａ）を備える。本発明のオ 
ートバイはレーダー装置（５）を備え、前記レーダー装 
置（５）は、前記オートバイ（１）を前方観測点から見 
ると前記フロントホイール（４）の間に配置され、かつ 
、ホイールが真っすぐな状態である前記オートバイ（１ 
）において前記フロントホイール（４）に接する平面の 
下方に配置されていることを特徴とする。

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全15頁）　最終頁に続く
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ２ つ の フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） と 、 少 な く と も １ つ の リ ア ホ イ ー ル と を 備 え る サ  
ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ （ １ ） で あ っ て 、
前 記 サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ （ １ ） は ：
－ パ ワ ー ア セ ン ブ リ を 支 持 す る メ イ ン フ レ ー ム （ ２ Ａ － ２ Ｂ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 フ レ ー  
ム （ ２ Ａ － ２ Ｂ ） は フ レ ー ム 前 部 （ ２ Ａ ） を 有 し ；
－ 前 記 フ レ ー ム 前 部 （ ２ Ａ ） に 接 続 さ れ た 回 転 連 結 四 辺 形 （ １ ０ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 回  
転 連 結 四 辺 形 （ １ ０ ） は 、 第 １ フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ ） と 第 ２ フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ ’ ）  
の ロ ー リ ン グ 動 作 を 可 能 に す る よ う に 第 １ フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ ） と 第 ２ フ ロ ン ト ホ イ ー  
ル （ ４ ’ ） を 支 持 し ；
－ 前 記 フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） の 操 向 を 制 御 す る た め の 、 前 記 フ レ ー ム 前 部 （ ２ Ａ  
） に 枢 動 可 能 に 接 続 さ れ た ス テ ア リ ン グ ア セ ン ブ リ （ ６ ０ ） を さ ら に 備 え ；
－ 前 記 フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） が 前 記 回 転 連 結 四 辺 形 （ １ ０ ） に 対 し て 上 下 に 動 く  
こ と が で き る よ う に 、 前 記 フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） と 前 記 回 転 連 結 四 辺 形 （ １ ０ ）  
と の 間 に 設 け ら れ た サ ス ペ ン シ ョ ン ア セ ン ブ リ （ ７ １ 、 ７ １ ’ ） を さ ら に 備 え ；
－ 前 記 フ レ ー ム 前 部 （ ２ Ａ ） 又 は 前 記 回 転 連 結 四 辺 形 （ １ ０ ） に 直 接 的 又 は 間 接 的 に 接 続  
さ れ た フ ロ ン ト シ ー ル ド （ ４ ０ ） を さ ら に 備 え 、
前 記 オ ー ト バ イ （ １ ） は 、 前 記 フ ロ ン ト シ ー ル ド （ ４ ０ ） に は 設 け ら れ て い な い レ ー ダ ー  
装 置 （ ５ ） を 備 え 、
前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 オ ー ト バ イ （ １ ） を 前 方 観 測 点 か ら 見 る と 前 記 フ ロ ン ト  
ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） の 間 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ な 状 態 で あ る 前 記 オ ー  
ト バ イ （ １ ） に お い て 前 記 フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ ） の 上 方 に 接 す る 平 面 （ Ｐ １ ｏ ） の 下 方  
に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 連 結 四 辺 形 （ １ ０ ） は 、 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ｂ ） 及 び 上 部 ク ロ ス メ ン バ  
ー （ １ ０ Ａ ） を 備 え 、
前 記 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ｂ ） 及 び 前 記 上 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ａ ） は 、 互 い に 平  
行 で あ り 前 記 オ ー ト バ イ （ １ ） の 中 心 線 長 手 方 向 平 面 （ Ｍ － Ｍ ） 上 に 実 質 的 に 位 置 す る 第  
１ 回 転 軸 （ １ ０ １ 、 １ ０ ２ ） を 軸 と し て 揺 れ る よ う に 前 記 フ レ ー ム （ ２ Ａ － ２ Ｂ ） に ヒ ン  
ジ 接 続 さ れ 、
前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ ） の 少 な く と も １ つ に  
接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ な 状 態 で あ る 前 記 オ ー ト バ イ （ １ ） に お い て 、 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （  
５ ） は 、 前 方 で 前 記 フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） に 接 す る 第 １ 垂 直 面 （ Ｐ １ v ） と 後 方 で  
前 記 フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ ４ 、 ４ ’ ） に 接 す る 第 ２ 垂 直 面 （ Ｐ ２ v ） と の 間 の 長 手 方 向 の 位 置  
に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 オ ー ト バ イ （ １ ） の 中 心 線 長 手 方 向 平 面 （ Ｍ － Ｍ ） に  
配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 メ イ ン フ レ ー ム （ ２ Ａ － ２ Ｂ ） の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従  
う よ う に 前 記 フ レ ー ム 前 部 （ ２ Ａ ） に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ つ に 記 載  
の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 メ イ ン フ レ ー ム （ ２ Ａ － ２ Ｂ ） の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従  
わ な い よ う に 前 記 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ｂ ） に 接 続 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ  
か １ つ に 記 載 の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 メ イ ン フ レ ー ム （ ２ Ａ － ２ Ｂ ） の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従  
わ な い よ う に 、 前 記 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ｂ ） と 前 記 フ レ ー ム 前 部 （ ２ Ａ ） と の 間 の  
ヒ ン ジ 軸 （ １ ０ １ ） に お い て 前 記 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ｂ ） に 接 続 さ れ て い る 請 求 項  
６ に 記 載 の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 支 持 四 辺 形 （ ５ Ｃ ） に よ っ て 支 持 さ れ 、
前 記 支 持 四 辺 形 （ ５ Ｃ ） は ２ つ の 連 結 ロ ッ ド （ ５ １ 、 ５ ２ ） を 備 え 、 そ の う ち 第 １ 連 結 ロ  
ッ ド （ ５ １ ） は 前 記 ヒ ン ジ 軸 （ １ ０ １ ） を 中 心 に 回 転 可 能 で あ り 、 第 ２ 連 結 ロ ッ ド （ ５ ２  
） は 前 記 ヒ ン ジ 軸 （ １ ０ １ ） と は 異 な る 点 （ Ｐ 1 ） で 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ｂ ） に ヒ  
ン ジ 接 続 さ れ 、 両 方 の 連 結 ロ ッ ド （ ５ １ 、 ５ ２ ） は そ れ ぞ れ 異 な る 点 （ Ｐ 2 お よ び Ｐ 3 ）  
で レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） に ヒ ン ジ 接 続 さ れ て い る 請 求 項 ７ に 記 載 の オ ー ト バ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 レ ー ダ ー 装 置 （ ５ ） は 、 前 記 フ ロ ン ト シ ー ル ド （ ４ ０ ） の 遠 位 部 （ ４ １ ） と フ ロ ン  
ト ラ ジ エ ー タ （ ６ ６ ） と の 間 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ つ に 記 載  
の オ ー ト バ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 分 野
　 本 発 明 は 、 サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ の 製 品 に 含 ま れ 、 特 に 三 輪 の サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー  
ト バ イ の 製 品 に 含 ま れ る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 オ ー ト バ イ を 前 方 観 察 点 か ら 見 て 、 フ ロ ン ト  
ホ イ ー ル 間 に 配 置 さ れ た レ ー ダ ー 装 置 を 備 え た 三 輪 オ ー ト バ イ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
先 行 技 術
　 こ こ 数 年 、 ２ つ の フ ロ ン ト ホ イ ー ル で 操 向 さ れ 、 １ つ の リ ア ホ イ ー ル で 駆 動 さ れ る 三 輪  
オ ー ト バ イ の 需 要 が 増 加 し て い る 。 こ れ ら の 車 両 で は 、 走 行 方 向 に 従 っ て 方 向 付 け ら れ た  
軸 の 周 り の ロ ー リ ン グ 動 作 に 伴 い 、 ２ つ の フ ロ ン ト ホ イ ー ル が 横 方 向 に 傾 く よ う に ２ つ の  
フ ロ ン ト ホ イ ー ル が 車 両 フ レ ー ム に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 三 輪 オ ー ト バ イ で は 、 ２ つ の フ ロ ン ト ホ イ ー ル と フ レ ー ム の 前 部 と の 間 に 連 結 四 辺 形 機  
構 を 設 け 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル の ロ ー リ ン グ を 可 能 に し て い る 。 通 常 、 連 結 四 辺 形 機 構 は 一  
対 の ク ロ ス メ ン バ ー を 備 え 、 各 ク ロ ス メ ン バ ー は 、 相 互 に 平 行 な 軸 の 周 り を 揺 れ る こ と が  
で き る よ う に 、 中 心 線 長 手 方 向 平 面 で フ レ ー ム に ヒ ン ジ 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 四 辺  
形 機 構 は 一 対 の 直 立 部 材 を 備 え 、 各 直 立 部 材 の ２ つ の 端 部 は 、 フ レ ー ム に 対 す る ク ロ ス メ  
ン バ ー の 回 転 軸 と 平 行 な 回 転 軸 を 定 め て ２ つ の ク ロ ス メ ン バ ー の 対 応 す る １ つ に ヒ ン ジ 接  
続 さ れ る 。 ２ つ の 直 立 部 材 は 、 ホ イ ー ル を 操 向 で き る よ う に ホ イ ー ル に 直 接 又 は 間 接 的 に  
接 続 さ れ る 。 ス テ ア リ ン グ （ 操 向 ） 動 作 は 、 四 辺 形 機 構 と は 動 作 上 独 立 し た ス テ ア リ ン グ  
シ ス テ ム に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 三 輪 オ ー ト バ イ に は 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ア セ ン ブ リ も 設 け ら れ 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ア セ ン ブ  
リ は フ ロ ン ト ホ イ ー ル ご と に 、 ホ イ ー ル 自 体 と 四 辺 形 の 対 応 す る 直 立 部 材 と の 間 に 介 在 す  
る サ ス ペ ン シ ョ ン を 含 む 。 各 フ ロ ン ト ホ イ ー ル に お い て 、 前 記 サ ス ペ ン シ ョ ン は 、 少 な く  
と も １ つ の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー を 含 み 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー は 四 辺 形 に 対 す る 対 応 す  
る フ ロ ン ト ホ イ ー ル の 上 下 運 動 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 通 常 、 オ ー ト バ イ の 前 部 に は 、 オ ー ト バ イ の 空 力 特 性 を 定 め る 保 護 シ ー ル ド が 取 り 付 け  
ら れ て い る 。 ほ と ん ど の 場 合 、 こ の シ ー ル ド は 、 ロ ー リ ン グ 動 作 （ r o l l i n g  m o v e m e n t  
s ） に 従 う よ う に 、 直 接 的 又 は 間 接 的 に オ ー ト バ イ の フ レ ー ム に 接 続 さ れ て い る 。 最 近 の  
ソ リ ュ ー シ ョ ン で は 、 こ の シ ー ル ド は 、 ロ ー リ ン グ 動 作 （ r o l l i n g  m o v e m e n t ） か ら 自  
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由 に な る （ r e l e a s e ） よ う に 、 ２ つ の ク ロ ス メ ン バ ー の １ つ に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 場 合  
、 こ の シ ー ル ド は 地 面 に 対 し て 向 き を 変 え な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 多 く の 三 輪 オ ー ト バ イ で は 、 レ ー ダ ー 装 置 も 前 部 に 設 置 さ れ て お り 、 通 常 は オ ー ト バ イ  
の 前 方 観 測 点 か ら み て シ ー ル ド 上 の ほ ぼ 中 央 の 位 置 に 設 置 さ れ て い る 。 レ ー ダ ー 装 置 は 、  
直 接 的 又 は 間 接 的 に オ ー ト バ イ の 制 御 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ て お り 、 ラ イ ダ ー に 他 の オ ー ト  
バ イ や 一 般 的 な 障 害 物 に 近 づ い て い る こ と を 知 ら せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 レ ー ダ ー 装 置 を シ ー ル ド に 取 り 付 け る に は い く つ か の 欠 点 が あ り 、 主 な 欠 点 は  
そ の 設 計 の 難 し さ に あ り 、 特 に そ の 形 状 を 定 め る こ と の 難 し さ に あ る 。 シ ー ル ド の 形 状 は  
、 空 気 力 学 的 効 果 の 点 で 可 能 な 限 り 有 利 で な け れ ば な ら な い 。 こ の 効 果 を 得 る に は 、 シ ー  
ル ド の 表 面 が 含 ま れ る 必 要 が あ り シ ー ル ド の 表 面 は ど ん な 場 合 で も 空 気 と の 摩 擦 を 減 ら す  
よ う な 形 状 に す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 レ ー ダ ー 装 置 を 取 り 付 け る た め の ス ペ ー ス は 、  
非 常 に 限 ら れ て お り 、 ま た 、 オ ー ト バ イ の 走 行 中 に 道 路 を 照 ら す た め に ヘ ッ ド ラ イ ト を シ  
ー ル ド に 取 り 付 け る 必 要 が あ る こ と は 避 け ら れ な い た め 非 常 に 限 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 レ ー ダ ー 装 置 の 設 置 に 利 用 で き る ス ペ ー ス が 限 ら れ て い る こ と を 考 慮 す る と 、 レ ー ダ ー  
装 置 の 寸 法 は 必 然 的 に 制 限 さ れ る 必 要 が あ る こ と は 明 ら か で あ る 。 一 方 で 、 こ の 側 面 は こ  
の 装 置 の 全 体 的 な パ フ ォ ー マ ン ス の 点 で マ イ ナ ス で あ る 。 他 方 、 寸 法 が 小 さ い と 、 こ の 装  
置 の 設 置 や 検 査 が 難 し く な る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
概 要
　 本 発 明 の 主 な 課 題 （ t a s k ） は 、 上 記 の 欠 点 を 解 決 又 は 少 な く と も 軽 減 で き る 三 輪 オ ー  
ト バ イ を 提 供 す る こ と で あ る 。 こ の 課 題 の 範 囲 内 で 、 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 シ ー ル ド の  
設 計 に 影 響 を 与 え ず 、 同 時 に 最 適 な 視 野 が 得 ら れ る 位 置 に レ ー ダ ー 装 置 が 配 置 さ れ た 三 輪  
オ ー ト バ イ を 提 供 す る こ と で あ る 。 別 の 目 的 は 、 信 頼 性 が 高 く 、 競 争 力 の あ る コ ス ト で 製  
造 し や す い 三 輪 オ ー ト バ イ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 出 願 人 は 、 複 数 の ホ イ ー ル が ま っ す ぐ で あ る オ ー ト バ イ に お い て 、 シ ー ル ド に 固 定 さ れ  
て い な い （ r e l e a s e d ） レ ー ダ ー 装 置 を フ ロ ン ト ホ イ ー ル 間 の ス ペ ー ス に 配 置 す る こ と で  
、 上 記 の 課 題 （ t a s k ） と 目 的 を 達 成 で き る こ と を 発 見 し た 。 有 利 に は 、 こ の ス ペ ー ス で  
は 、 シ ー ル ド 上 に 配 置 し た 場 合 と 同 等 の 視 野 で 、 よ り 大 き な レ ー ダ ー シ ー ル ド を 得 る こ と  
が で き る 。 さ ら に 、 利 用 可 能 な ス ペ ー ス が 大 き い た め 、 レ ー ダ ー 装 置 は 、 シ ー ル ド 上 に 配  
置 し た 場 合 に 許 容 さ れ る も の よ り も 大 き な 寸 法 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 に 、 こ の 課 題 （ t a s k ） 及 び 目 的 は 、 操 向 可 能 で ロ ー リ ン グ す る ２ つ の フ ロ ン ト ホ イ  
ー ル と 少 な く と も １ つ の 駆 動 リ ア ホ イ ー ル と を 備 え た ３ 輪 の サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ に  
よ っ て 達 成 さ れ 、 前 記 オ ー ト バ イ は 、 パ ワ ー ア セ ン ブ リ を 支 持 す る メ イ ン フ レ ー ム を さ ら  
に 備 え 、 前 記 フ レ ー ム は 、 ス テ ア リ ン グ チ ュ ー ブ を 構 成 す る フ レ ー ム 前 部 を 含 む 。 本 発 明  
の オ ー ト バ イ は 、 フ レ ー ム 前 部 に 接 続 さ れ た 回 転 連 結 四 辺 形 （ r o l l i n g  a r t i c u l a t e d  q  
u a d r i l a t e r a l ） も 備 え 、 こ の 四 辺 形 は フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 支 持 し て 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル  
が ロ ー リ ン グ で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 オ ー ト バ イ に は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル と 回 転 連 結 四 辺 形 と の 間 に 介 在 す る サ ス ペ ン シ ョ ン  
ア セ ン ブ リ が さ ら に 含 ま れ て お り 、 回 転 連 結 四 辺 形 に 対 し て フ ロ ン ト ホ イ ー ル が 上 下 に 動  
く こ と を 可 能 に す る 。 オ ー ト バ イ に は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル を 操 向 す る よ う に 構 成 さ れ た ス  
テ ア リ ン グ ア セ ン ブ リ と 、 直 接 的 又 は 間 接 的 に 前 記 フ レ ー ム 前 部 又 は 前 記 連 結 四 辺 形 に 接  
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続 さ れ た フ ロ ン ト シ ー ル ド も 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る オ ー ト バ イ は 、 フ ロ ン ト シ ー ル ド か ら は 独 立 し て お り 、 オ ー ト バ イ を 前 方  
観 測 点 か ら 見 て 複 数 の フ ロ ン ト ホ イ ー ル の 間 に 配 置 さ れ た レ ー ダ ー 装 置 を 備 え る こ と を 特  
徴 と す る 。 さ ら に 、 レ ー ダ ー 装 置 は 、 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ で あ る 状 態 の オ ー ト バ イ に お い  
て フ ロ ン ト ホ イ ー ル に 上 で 接 す る 面 の 下 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 回 転 連 結 四 辺 形 は 、 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー 及 び 上 部 ク ロ ス メ ン  
バ ー を 備 え 、 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー 及 び 上 部 ク ロ ス メ ン バ ー は 、 互 い に 平 行 で あ り オ ー ト バ  
イ の 中 心 線 長 手 方 向 平 面 上 に 実 質 的 に 位 置 す る 第 １ 回 転 軸 を 軸 と し て 揺 れ る よ う に 前 記 フ  
レ ー ム 前 部 に ヒ ン ジ 接 続 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ダ ー 装 置 は 、 前 記 ク ロ ス メ  
ン バ ー の 少 な く と も １ つ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ な 状 態 で あ る オ ー ト バ イ に お い て 、 レ  
ー ダ ー 装 置 は 、 前 方 で フ ロ ン ト ホ イ ー ル に 接 す る 第 １ 垂 直 面 と 後 方 で フ ロ ン ト ホ イ ー ル に  
接 す る 第 ２ 垂 直 面 と の 間 の 長 手 方 向 の 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば  
、 レ ー ダ ー 装 置 は 、 オ ー ト バ イ の 中 心 線 長 手 方 向 平 面 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 は 前 記 メ イ ン フ レ ー ム の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従 う  
よ う に フ レ ー ム 前 部 に 接 続 さ れ て い る 。 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 は メ イ ン フ  
レ ー ム の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従 わ な い よ う に 前 記 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー に 接 続 さ れ て い る 。 別  
の 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 は 、 前 記 メ イ ン フ レ ー ム の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従  
わ な い よ う に 、 前 記 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー と 前 記 フ レ ー ム 前 部 と の 間 の ヒ ン ジ 軸 で 前 記 下 部  
ク ロ ス メ ン バ ー に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 は 支 持 四 辺 形 に よ っ て 支 持 さ れ 、 支 持 四 辺 形  
は ２ つ の 連 結 ロ ッ ド を 備 え 、 そ の う ち 第 １ 連 結 ロ ッ ド は 前 記 ヒ ン ジ 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 で  
あ り 、 第 ２ 連 結 ロ ッ ド は 前 記 ヒ ン ジ 軸 と は 異 な る 点 で 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー に ヒ ン ジ 接 続 さ  
れ 、 両 方 の 連 結 ロ ッ ド は そ れ ぞ れ 異 な る 点 で レ ー ダ ー 装 置 に ヒ ン ジ 接 続 さ れ て い る 。 さ ら  
な る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 は 、 前 部 シ ー ル ド の 遠 位 部 と フ ロ ン ト ラ ジ エ ー タ と  
の 間 に 含 ま れ る 長 手 方 向 位 置 に 配 置 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
図 面 の リ ス ト
　 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 及 び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 用 い て 、 限 定 さ れ な い 例 と し て 示 し た  
、 い く つ か の 好 ま し い が 排 他 的 で は な い オ ー ト バ イ の 実 施 形 態 の 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 検 討  
す る こ と で 、 よ り 明 ら か に な る で あ ろ う 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 三 輪 ロ ー リ ン グ オ ー ト バ イ の 側 面 図 で あ る 。
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 そ れ ぞ れ 、 ロ ー リ ン グ を し て い な い 場 合 と ロ ー リ ン グ し て い る 場 合 の  
図 １ の オ ー ト バ イ の 正 面 図 で あ る 。
　 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ２ の 状 態 と 図 ３ の 状 態 の 、 保 護 シ ー ル ド の な い 図 １ の オ  
ー ト バ イ の 正 面 図 で あ る 。
　 図 ６ は 、 本 発 明 に よ る オ ー ト バ イ の 可 能 な 実 施 形 態 に 関 す る 概 略 図 で あ り 、 ホ イ ー ル が  
ま っ す ぐ な 構 成 で あ る 。
　 図 ６ Ｂ は 、 オ ー ト バ イ が ロ ー リ ン グ し て い る 構 成 で あ る 図 ６ の 実 施 形 態 に 関 す る 概 略 図  
で あ る 。
　 図 ７ 及 び 図 ７ Ｂ は 、 本 発 明 に よ る オ ー ト バ イ の 別 の 可 能 な 実 施 形 態 に 関 す る 概 略 図 で あ  
る 。
　 図 ８ 及 び 図 ８ Ｂ は 、 本 発 明 に よ る オ ー ト バ イ の さ ら な る 実 施 形 態 に 関 す る 概 略 図 で あ る  
。
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　 図 中 の 同 じ 参 照 番 号 及 び 文 字 は 、 同 じ 要 素 又 は 構 成 要 素 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
詳 細 な 説 明
　 引 用 し た 図 面 を 参 照 す る と 、 本 発 明 は 、 ２ つ の 操 向 可 能 な フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ と  
１ つ の リ ア 駆 動 ホ イ ー ル ９ と を 有 す る ３ 輪 の サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ に 関 す る 。 こ の 説  
明 の 続 き で は 、 サ ド ル ラ イ ド 型 オ ー ト バ イ は 、 オ ー ト バ イ １ と い う 表 現 で 総 称 的 に 示 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お い て 、 「 長 手 方 向 」 又 は 「 前 後 方 向 」 と い う 表 現 は 、 オ ー ト バ イ １ の 進 行 方  
向 に 平 行 で あ り 、 駆 動 ホ イ ー ル の 回 転 軸 に 直 交 す る 方 向 を 意 味 し 、 「 横 方 向 」 又 は 「 左 右  
」 方 向 と い う 表 現 は 、 長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 、 つ ま り 駆 動 ホ イ ー ル の 回 転 軸 に 平 行 な 方  
向 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 「 垂 直 方 向 」 ま た は 「 上 下 」 方 向 と い う 表 現 は 、 長 手 方 向 及 び 横 方 向 に 直 交 す る 方 向 を  
示 す 。 図 面 に は 、 上 で 定 義 し た 前 後 方 向 Ｆ － Ｂ 、 上 下 方 向 Ｕ － Ｄ 、 左 右 方 向 Ｒ － Ｌ を 示 す  
デ カ ル ト 基 準 軸 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 「 長 手 方 向 に 又 は 長 手 方 向 の 」 と い う 用 語 、 「 横 方 向 に 又 は 横 方 向 の 」 と い う  
用 語 、 及 び 「 垂 直 に 又 は 垂 直 の 」 と い う 用 語 は 、 そ れ ぞ れ 長 手 方 向 つ ま り 前 後 Ｆ － Ｂ 、 横  
方 向 つ ま り 右 左 Ｒ － Ｌ 、 及 び 垂 直 方 向 つ ま り 上 下 Ｕ － Ｄ を 指 す 。 「 前 方 に 」 、 「 左 」 、 及  
び 「 上 」 と い う 用 語 は 、 図 に 表 示 さ れ て い る 線 の 半 分 の 矢 印 Ｆ 、 Ｌ 、 及 び Ｕ で 示 さ れ る 方  
向 を 指 す 。 一 方 、 「 後 方 に 」 （ 又 は 「 後 ろ に 」 ） 、 「 右 」 、 「 下 方 」 と い う 用 語 は 、 こ れ  
ら と は 反 対 方 向 で あ る 線 の 半 分 の 矢 印 Ｂ 、 Ｒ 及 び Ｄ で 示 さ れ る 方 向 を 指 す 。 図 ４ 、 図 ５ に  
示 す 中 心 線 長 手 方 向 平 面 Ｍ － Ｍ と い う 表 現 は 、 長 手 方 向  Ｆ － Ｂ  に 平 行 な 長 手 を 含 み 、 オ  
ー ト バ イ １ の ス テ ア リ ン グ 軸 １ １ ０ （ 図 １ に 示 す ） を 含 む 平 面 を 示 す こ と を 意 図 し て い る  
。 長 手 方 向 断 面 平 面 と い う 表 現 は 、 中 心 線 長 手 方 向 平 面 Ｍ － Ｍ と 一 致 す る 断 面 平 面 を 意 味  
す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 目 的 に お い て 、 「 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ で あ る オ ー ト バ イ 」 と い う 表 現 は 、 オ ー  
ト バ イ の ホ イ ー ル が 操 向 さ れ て い な い 状 態 で 垂 直 で あ る 状 態 、 す な わ ち 中 心 線 長 手 方 向 平  
面 が 実 質 的 に 垂 直 で あ る 状 態 を 示 す こ と を 意 図 し て い る 。 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ で あ る オ ー  
ト バ イ の 状 態 は 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 さ れ て い る 。 こ の 状 態 で は 、 サ ス ペ ン シ ョ ン ア セ ン ブ  
リ も 伸 長 構 成 で あ る と み な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の オ ー ト バ イ １ は 、 主 に 前 後 方 向 Ｆ － Ｂ に 沿 っ て 延 び る メ イ ン フ レ ー ム ２ Ａ － ２  
Ｂ を 備 え る 。 メ イ ン フ レ ー ム ２ Ａ － ２ Ｂ は 、 オ ー ト バ イ １ の 前 端 部 ３ ０ Ａ と 後 端 部 ３ ０ Ｂ  
を そ れ ぞ れ 支 持 す る フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ と フ レ ー ム 後 部 ２ Ｂ （ 図 示 せ ず ） と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 特 に 、 本 発 明 の 目 的 に お い て 、 「 前 端 部 」 と い う 用 語 は 、 オ ー ト バ イ １ の ハ ン ド ル バ ー  
１ ２ の 最 後 端 点 を 通 る 基 準 面 Ｐ Ｒ ｖ の 前 方 に あ る オ ー ト バ イ １ の 部 分 を 示 し 、 こ こ で 、 前  
記 基 準 面 Ｐ Ｒ ｖ は リ ア ホ イ ー ル ９ に 近 い 方 の ハ ン ド ル バ ー １ ２ の 点 を 通 る 。 一 方 、 「 後 端  
部 」 と い う 用 語 は 、 こ の 基 準 面 Ｐ Ｒ ｖ の 後 方 に あ る オ ー ト バ イ １ の 部 分 を 示 す こ と を 意 図  
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 メ イ ン フ レ ー ム ２ の 後 部 ３ ０ Ｂ は 、 オ ー ト バ イ １ の サ ド ル ３ と 、 オ ー ト バ イ １ の 走 行 に  
使 用 さ れ る 駆 動 力 を 生 成 す る よ う に 設 計 さ れ た パ ワ ー ア セ ン ブ リ （ 図 示 せ ず ） と を 支 持 す  
る 。 フ レ ー ム の 後 部 ３ ０ Ｂ は 、 ス イ ン グ ア ー ム ４ ５ を 介 し て リ ア 駆 動 ホ イ ー ル ９ を 支 持 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ は 、 ス テ ア リ ン グ チ ュ ー ブ １ １ を 備 え 、 そ の 中 に は 、 ハ ン ド ル バ ー １  
２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル バ ー １ ２ は 、 こ の ス テ ア リ ン グ チ ュ ー ブ １ １ に よ っ て  
形 成 さ れ る ス テ ア リ ン グ 軸 １ １ ０ の 周 り を 回 転 す る 。 オ ー ト バ イ １ の ２ つ の フ ロ ン ト ホ イ  
ー ル ４ 、 ４ ’ を 支 持 す る 回 転 連 結 四 辺 形 １ ０ （ 以 下 、 四 辺 形 １ ０ ） が 、 フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ  
に 接 続 さ れ て い る 。 四 辺 形 １ ０ は 、 そ れ 自 体 既 知 の 構 成 を 有 し 、 フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 中 央  
ヒ ン ジ 結 合 さ れ た 上 部 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 及 び 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ を 含 み 、 こ れ  
ら は 互 い に 平 行 で 中 心 線 長 手 方 向 平 面 Ｍ － Ｍ 上 に 位 置 す る 対 応 す る 長 手 方 向 回 転 軸 １ ０ １  
、 １ ０ ２ （ 又 は ヒ ン ジ 軸 １ ０ １ 、 １ ０ ２ ） の 周 り を 回 転 す る よ う に 設 け ら れ る 。 四 辺 形 １  
０ は 、 右 側 直 立 部 材 ７ と 左 側 直 立 部 材 ７ ’ も 備 え て お り 、 そ れ ぞ れ は 、 上 部 回 転 軸 ２ ０ １  
、 ２ ０ １ ’ を 中 心 に 回 転 す る よ う に 上 部 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ に ヒ ン ジ 接 続 さ れ お り 、 下  
部 回 転 軸 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ２ ’ を 中 心 に 回 転 す る よ う に 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ に ヒ ン ジ 接  
続 さ れ て い る 。 ２ つ の ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ は 中 心 線 長 手 方 向 平 面 Ｍ － Ｍ に 対 し  
て 対 称 に な る よ う に 、 横 方 向 Ｒ － Ｌ に 伸 び て い る 。 従 っ て 、 上 部 回 転 軸 ２ ０ １ 、 ２ ０ １ ’  
と 下 部 回 転 軸 ２ ０ ２ 、 ２ ０ ２ ’ は 、 中 心 線 長 手 方 向 平 面 Ｍ － Ｍ に つ い て 実 質 的 に 対 称 と な  
る 。 フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 対 す る ２ つ の ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ の 動 き は 四 辺 形 １ ０  
の 変 形 を 決 定 し 、 こ の 変 形 は 横 方 向 の 面 つ ま り 横 方 向 Ｒ － Ｌ に 平 行 に 実 質 的 に 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 対 応 す る フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ を 直 接 的 又 は 間 接 的 に 支 持 す る 支 持 要 素 ６ 、 ６ ’ が 四  
辺 形 １ ０ の 各 直 立 部 材 ７ 、 ７ ’ に 関 連 付 け ら れ て い る 。 支 持 要 素 ６ 、 ６ ’ は 、 フ ロ ン ト ホ イ  
ー ル ４ 、 ４ ’ の 操 向 動 作 を 可 能 に す る よ う に 対 応 す る 直 立 部 材 ７ 、 ７ ’ に 対 し て 自 由 に 回 転  
す る 。 間 接 的 と い う 用 語 は 、 直 立 部 材 ７ 、 ７ ’ と 対 応 す る フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ の 間 に  
他 の コ ン ポ ー ネ ン ト が 配 置 さ れ 、 こ の コ ン ポ ー ネ ン ト が 直 立 部 材 ７ 、 ７ ’ と と も に ホ イ ー  
ル 自 体 を 支 持 す る 状 態 を 示 す こ と を 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 オ ー ト バ イ １ は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ と 連 結 四 辺 形 １ ０ と の 間 に 介 在 す る サ ス ペ  
ン シ ョ ン ア セ ン ブ リ ７ ０ を さ ら に 備 え 、 連 結 四 辺 形 １ ０ に 対 す る ホ イ ー ル 自 体 の 上 下 運 動  
を 可 能 に す る 。 サ ス ペ ン シ ョ ン ア セ ン ブ リ ７ ０ は 、 右 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ と 左 フ ロ ン ト ホ  
イ ー ル ４ ’ に そ れ ぞ れ 関 連 付 け ら れ た 第 １ サ ス ペ ン シ ョ ン 手 段 ７ ７ と 第 ２ サ ス ペ ン シ ョ ン  
手 段 ７ ７ ’ と を 備 え る 。 「 作 動 的 に 関 連 付 け ら れ て い る 」 と い う 表 現 は 、 第 １ サ ス ペ ン シ  
ョ ン 手 段 ７ ７ と 第 ２ サ ス ペ ン シ ョ ン 手 段 ７ ７ ’ が 対 応 す る フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ と 対 応  
す る 直 立 部 材 ７ 、 ７ ’ と の 間 に 介 在 し 、 そ の ホ イ ー ル 自 体 の 上 下 運 動 を 可 能 に す る 状 態 を  
意 味 す る こ と を 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 オ ー ト バ イ １ の 前 部 ３ ０ Ａ に は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ の 操 向 を 制 御 す る た め の ス  
テ ア リ ン グ ア セ ン ブ リ ６ ０ も 配 置 さ れ る 。 ス テ ア リ ン グ ア セ ン ブ リ ６ ０ は 、 ２ つ の 支 持 要  
素 ６ 、 ６ ’ に 作 用 し て 、 四 辺 形 １ ０ の 対 応 す る 直 立 部 材 ７ 、 ７ ’ に 対 し て そ の 回 転 を 引 き 起  
こ す 。 ス テ ア リ ン グ ア セ ン ブ リ ６ ０ は 、 オ ー ト バ イ １ の 前 述 の ハ ン ド ル バ ー の 回 転 に よ っ  
て 作 動 し 、 こ の ハ ン ド ル バ ー は 、 示 さ れ た よ う に 、 前 端 部 ３ ０ Ａ の 一 部 で も あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 オ ー ト バ イ １ の 前 部 ３ ０ Ａ に は 、 フ ロ ン ト 保 護 シ ー ル ド ４ ０ も 設 け ら れ て お り 、 こ の フ  
ロ ン ト 保 護 シ ー ル ド ４ ０ は 、 オ ー ト バ イ の 走 行 中 に 道 路 を 照 ら す た め の １ つ 以 上 の ヘ ッ ド  
ラ イ ト ４ ９ を 支 持 す る 。 図 ２ 及 び 図 ３ を 参 照 す る と 、 フ ロ ン ト シ ー ル ド ４ ０ は 、 メ イ ン フ  
レ ー ム ２ Ａ － ２ Ｂ の ロ ー リ ン グ 動 作 に 従 う よ う に フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 接 続 す る こ と が で き  
る 。 あ る い は 、 シ ー ル ド ４ ０ は 、 出 願 人 名 義 の 出 願 I T 1 0 2 0 2 1 0 0 0 0 1 5 3 4 1 に 記 載 さ れ  
て い る 解 決 策 に 従 っ て 、 四 辺 形 、 特 に 連 結 四 辺 形 １ ０ の ２ つ の ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 、 １  
０ Ｂ の １ つ に 接 続 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ る オ ー ト バ イ １ は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ ０ 間 の 空 間 に 、 か つ 、 こ れ ら の フ ロ  
ン ト ホ イ ー ル ４ ’ の 上 方 に 接 す る 基 準 面 Ｐ １ 0 よ り 下 に 配 置 さ れ た レ ー ダ ー 装 置 ５ を 備 え る  
こ と を 特 徴 と す る 。 本 発 明 の 目 的 の た め に 、 上 で 定 義 し た レ ー ダ ー 装 置 ５ の 位 置 は 、 上 で  
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定 義 し た ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ で あ る オ ー ト バ イ １ の 状 態 で 評 価 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 「 固 定 さ れ て お ら ず 」 と い う 用 語 は 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ が シ ー ル ド ４ ０ 上 に 設 置 さ れ て い  
な い 、 従 っ て 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ が シ ー ル ド ４ ０ に 固 定 さ れ て い な い 状 態 を 示 す こ と を 意 図  
し て お り 、 す な わ ち 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ が フ ロ ン ト シ ー ル ド ４ ０ 上 に 搭 載 さ れ て い な い 状 態  
を 示 す こ と を 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 好 ま し く は 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ に 前 方  
で 接 す る 第 １ 垂 直 面 Ｐ １ v と 、 こ れ ら の フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ に 後 方 で 接 す る 第 ２ 垂 直  
面 Ｐ ２ v と の 間 の 長 手 方 向 位 置 に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う な 長 手 方 向 位 置 は 、 ホ イ ー ル が 真  
っ す ぐ で あ る オ ー ト バ イ １ に お い て 判 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ を 再 度 参 照 す る と 、 フ ロ ン ト シ ー ル ド ４ ０ は 、 ス テ ア リ ン グ チ ュ ー ブ １ １ に 対 し て  
遠 位 部 分 ４ １ を 備 え て い る 。 基 本 的 に 、 フ ロ ン ト シ ー ル ド ４ ０ は 、 ス テ ア リ ン グ チ ュ ー ブ  
１ １ か ら 始 ま り 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ に 重 な る よ う に 長 手 方 向 前 方 に 伸 び て い る 。  
本 発 明 の 目 的 に お い て 、 フ ロ ン ト シ ー ル ド ４ ０ の 遠 位 部 分 ４ １ と い う 表 現 は 、 ス テ ア リ ン  
グ チ ュ ー ブ １ １ か ら 長 手 方 向 （ 方 向 Ｆ － Ｂ ） に 最 も 離 れ た 部 分 を 意 味 す る 。 こ の 遠 位 部 分  
４ １ は 、 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ で あ る 車 両 状 態 で は 常 に 下 端 部 ４ １ Ｂ 、 す な わ ち 最 も 低 い 端  
部 （ 地 面 に 最 も 近 い 端 部 ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 フ ロ ン ト シ ー ル ド ４ ０ の 遠 位 部 分 ４ １  
と 、 フ ロ ン ト ラ ジ エ ー タ ６ ６ と の 間 の 長 手 方 向 位 置 に 配 置 さ れ 、 フ ロ ン ト ラ ジ エ ー タ ６ ６  
は 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ の 後 方 の 長 手 方 向 位 置 で メ イ ン フ レ ー ム ２ Ａ － ２ Ｂ に 接 続  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 正 面 図 で は 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 遠 位 部 分 ４ １ の 下 端 ４ １ Ｂ と フ ロ ン ト ラ ジ エ  
ー タ ６ ６ と の 間 の 空 間 に 配 置 さ れ る （ 図 ２ 及 び 図 ３ ） 。 有 利 に は 、 こ の 正 面 図 に お け る レ  
ー ダ ー 装 置 ５ の 位 置 は 、 オ ー ト バ イ １ の ど の よ う な 走 行 状 態 で も い つ も 自 由 に 使 う こ と が  
で き 、 オ ー ト バ イ １ が 直 線 に 沿 っ て 走 行 し て い る と き （ 図 ２ ） で あ っ て も 、 オ ー ト バ イ １  
が カ ー ブ を 曲 が っ て い る と き （ 図 ３ ） 、 す な わ ち ロ ー リ ン グ 及 び ／ 又 は 操 向 し て い る と き  
で あ っ て も 、 自 由 に 使 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ６ ～ ８ は 、 本 発 明 に よ る オ ー ト バ イ １ の 可 能 な 実 施 形 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 特 に 、  
こ れ ら の 図 の そ れ ぞ れ は 、 上 で 定 義 し た フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 、 ４ ’ 間 の 空 間 に お け る レ ー  
ダ ー 装 置 ５ の 可 能 な 支 持 モ ー ド を 概 略 的 に 表 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 可 能 な 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 連 結 四 辺 形 １ ０ の ２  
つ の ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ の う ち の １ つ 、 好 ま し く は 下 側 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ  
に 接 続 さ れ る 。 好 ま し く は 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 下 側 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ の 動 き に 従 う  
よ う に 、 下 側 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ に し っ か り と 接 続 さ れ る 。 特 に 、 こ の 実 施 形 態 で は 、  
レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 図 ６ Ｂ に 示 す よ う に 、 い か な る ロ ー リ ン グ 動 作 に も さ ら さ れ な い 。 実  
際 、 ２ つ の ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ の よ う な 四 辺 形 １ ０ の 運 動 学 に 起 因 し て 、 レ ー  
ダ ー 装 置 ５ も 、 オ ー ト バ イ １ の 支 持 面 Ｐ Ｏ に 対 し て 同 じ 向 き （ 実 質 的 に 水 平 ） を 維 持 し 、  
そ れ 自 体 が し っ か り と 接 続 さ れ て い る ク ロ ス メ ン バ ー （ １ ０ Ａ 又 は １ ０ Ｂ ） と と も に 下 が  
っ た り 上 が っ た り す る （ す な わ ち 、 前 記 支 持 面 Ｐ Ｏ に 近 づ い た り 遠 ざ か っ た り す る ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 図 ６ 及 び 図 ６ Ｂ に 概 略 的 に 示 す よ う に 、 １ つ 又 は 複 数 の 支 持 ブ ラ ケ  
ッ ト ５ Ｂ を 介 し て ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ に 接 続 で き る 。 特 に 、 ホ イ ー ル が 真 っ す ぐ で あ る  
オ ー ト バ イ １ に お い て 、 １ つ 又 は 複 数 の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト は 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ が 中 央 位 置 つ  
ま り 中 心 線 平 面 Ｍ － Ｍ に 動 作 的 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ 及 び 図 ７ Ｂ を 参 照 す る と 、 別 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 そ れ と 一 体  
化 し た ま ま と な る よ う に フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 ロ  
ー リ ン グ 中 に フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 従 う （ 特 に 図 ７ Ｂ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の 場 合 も 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ を フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 連 結 す る た め の 支 持 ブ ラ ケ ッ ト ５ Ｂ  
を 設 け 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ を 中 心 線 面 Ｍ － Ｍ に 配 置 す る よ う に し て も よ い 。 あ る い は 、 フ レ  
ー ム 前 部 ２ Ａ を 適 宜 成 形 す る こ と に よ り 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ を フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ に 直 接 取 り  
付 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ 及 び 図 ８ Ｂ を 参 照 す る と 、 さ ら な る 実 施 形 態 に よ れ ば 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 ヒ ン ジ  
軸 １ ０ １ で 複 数 の ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ の １ つ に 接 続 さ れ 、 こ の ヒ ン ジ 軸 １ ０ １ は 、 そ の  
ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ と 前 記 フ レ ー ム 前 部 ２ Ａ と の 間 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 実 際 に は  
、 こ の 実 施 形 態 で も 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 オ ー ト バ イ １ の フ レ ー ム ２ Ａ － ２ Ｂ か ら 解 放 さ  
れ て お り 、 従 っ て 、 ロ ー リ ン グ 動 作 に さ ら さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ８ 及 び 図 ８ Ｂ に 示 す 可 能 な 実 施 形 態 で は 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 支 持 四 辺 形 ５ Ｃ に よ っ て  
支 持 さ れ る 。 特 に 、 支 持 四 辺 形 ５ Ｃ は ２ つ の 連 結 ロ ッ ド ５ １ 、 ５ ２ を 備 え 、 そ の う ち 第 １  
連 結 ロ ッ ド （ ５ １ ） は ヒ ン ジ 軸 １ ０ １ の 周 り を 回 転 し 、 第 ２ 連 結 ロ ッ ド （ ５ ２ ） は ヒ ン ジ  
軸 １ ０ １ と は 異 な る 点 Ｐ 1 で 下 部 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ｂ に ヒ ン ジ 結 合 さ れ る 。 両 方 の 連 結  
ロ ッ ド ５ １ 、 ５ ２ は 、 四 辺 形 構 成 と な る よ う に 異 な る 点 （ そ れ ぞ れ Ｐ 2 及 び Ｐ 3 ） で レ ー  
ダ ー 装 置 ５ に ヒ ン ジ 結 合 さ れ 、 こ の 四 辺 形 で は 、 第 １ 連 結 ロ ッ ド ５ １ の ヒ ン ジ 点 （ １ ０ １  
、 Ｐ 2 ） が 第 ２ 連 結 ロ ッ ド ５ ２ の ヒ ン ジ 点 （ Ｐ 1 、 Ｐ 3 ） が 位 置 す る 直 線 と 平 行 な 直 線 上 に  
位 置 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ８ Ｂ か ら 明 ら か な よ う に 、 オ ー ト バ イ １ の ロ ー リ ン グ に よ っ て 連 結 四 辺 形 １ ０ が 変 形  
し て い る 間 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ は 、 ク ロ ス メ ン バ ー １ ０ Ａ 、 １ ０ Ｂ の 場 合 と 同 様 に 、 オ ー ト  
バ イ １ の 支 持 面 Ｐ Ｏ に 対 す る 向 き を 変 え な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 に よ る オ ー ト バ イ １ に よ れ ば 、 意 図 さ れ た 課 題 及 び 目 的 を 完 全 に 達 成 す る こ と が  
可 能 で あ る 。 有 利 な こ と に 、 フ ロ ン ト ホ イ ー ル ４ 間 に お け る レ ー ダ ー 装 置 ５ 用 に 想 定 さ れ  
る 位 置 は 、 シ ー ル ド の 構 成 つ ま り そ の 設 計 に 影 響 を 与 え な い 。 さ ら に 、 こ れ ら の 自 動 車 で  
通 常 使 用 さ れ る も の よ り も 大 き な 寸 法 の レ ー ダ ー 装 置 を 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。 さ ら  
に 、 こ の 位 置 に よ り 、 レ ー ダ ー 装 置 の シ ー ル ド が 強 化 さ れ 、 そ の 効 率 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 レ ー ダ ー 装 置 ５ の 前 方 視 野 は 、 オ ー ト バ イ の 走 行 中 に フ ロ ン ト ホ イ ー ル が ど の  
よ う な ロ ー リ ン グ 及 び ／ 又 は ス テ ア リ ン グ 構 成 を と っ て も 常 に 影 響 を 受 け な い と い う 利 点  
が あ る 。 こ の 特 徴 に よ り 、 レ ー ダ ー 装 置 自 体 の 検 出 が 最 適 化 さ れ 、 オ ー ト バ イ の 前 端 部 の  
ど の 部 品 に よ っ て も 部 分 的 に さ え 遮 ら れ る こ と は な い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ － ７ 】

【 図 ７ Ｂ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ８ Ｂ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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